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新年明けましておめでとうございます。７月
に新年度を迎え光陰流水のごとく半年が過ぎま
した。今年度はコロナを言い訳にせず、どうし
たら対面で実施出来るのかを考え行動すること
を念頭に、地区行事、公式訪問、地区大会等を
開催してきましたが、多くのロータリアンの皆
さんと出会い語り合いする中で改めて、同じ空
間で交流することの意義を痛感しました。ご理
解の上ご参加・協力いただきました皆様に深く
感謝申し上げます。

ロータリークラブの使命は、ロータリーの理
念をその地域に末永く根付かせていくために、
受け取ったバトンを後進に引き継ぐことによ
り、地域の活性化が持続していけるように、ク
ラブを維持運営することが必要だと思います。
持続的に組織を維持するにはクラブに活気をも
たらし、新世代の人材を取り込み指導し、更に
学びを深め互いに切磋琢磨して強い組織にして
いくことが求められます。具体的には、充実し
た例会や奉仕事業、会員増強、研修会の開催及
び参加、魅力的な親睦事業等です。最近のRIは
会員増強に主眼を置くばかりで、入会資格を大
幅に緩和し会員を増やそうとしているのは間違
いだという話をたまに耳にします。大都市部な
らまだしも地方の過疎地域に業界を代表するよ
うな人材はどのくらいいるでしょうか。その人
達だけで次世代もクラブを維持していけるで
しょうか。私たちは時代の変化に翻弄され、地

域環境も大きく変化している中で、時代にあっ
た組織の変革が必要なのではないでしょうか。
楽しい・ためになる例会づくりと言いながら、
例会行事をこなしているだけではないでしょう
か。地域に求められるべき事業が、地域ニーズ
や課題に向き合わず、自己満足になっていない
でしょうか。等しくクラブ会費・地区賦課金を
納めているのにも関わらず、例会を欠席、地区
のセミナーは面倒だと言って不参加、新会員研
修は計画ばかりで実施せず、いつ学ぶのでしょ
うか。親睦事業イコール酒宴だと思っていない
でしょうか。会員が忌憚なく意見交換できる場
はあるのでしょうか。今年さえこなせばと、前
年踏襲の内容になっていないでしょうか。一昨
年の８月ジェニファー・ジョーンズRI会長エレ
ク ト は、 新 し い 年 度 をMY YEARで な くOUR 
ROTARYと、自分の年度として見るのではなく
私たちのロータリーと捉えてほしいと言ってお
られました。

先月大阪ロータリー100周年を祝う会として
2660地区の地区大会があり、千玄室元RI理事
の講演がありました。一部を紹介しますと、会
費を納め行事をこなすだけの人はロータリーメ
ンバー、ロータリーの理念を実践する人がロー
タリアン。ロータリーの奉仕とは個人で関り、
自分ができないときに職業奉仕として会社で関
わる。自分の居場所（会社、業界、家庭、クラ
ブ）を確立することが必要で、それによって成
長することができる。

前半を振り返り、後半に向けて心新たにロー
タリーの理念を実践していきましょう。

ガバナーメッセージ

国際ロータリー第 2530 地区
2022-23 年度ガバナー

佐　藤　正　道
（喜多方ＲＣ）
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ロータリー財団地域セミナー参加報告　11月19日

19日9:00～「ロータリー財団地域セミナー」が、
総合司会：第1地域RRFC飯村慎一氏でスタート。

主催者挨拶＆来賓紹介：第２地域RRFC服部良男
氏。

RI理事 佐藤芳郎氏より、「Polio根絶」が全国津々
浦々で活動されていることが報告されました。DDF
を使って奉仕すること、寄付もお願いしたいと話さ
れました。

TRF管理委員長イアン・ライズリー氏より、「Doing 
Goods in the world」・「End Polio Now」プロジェク
トの報告がありました。

TRF管理委員 三木 明氏より、「Polio菌がいる限
り、発生する可能性があり」・「Polioが根絶されな
い限り子どもたちが危険にさらされている」状況
が、2022-26ポリオ根絶戦略で「子どもたちへの約
束を果たす」ための寄付が呼びかけられました。ま
た、ウクライナへの人道支援は、難民サポートのた
め住宅設置に使われたことが報告され、加えて「（公

財）ロータリー日本財団の現状」報告もいただきま
した。

ロータリー平和センターホストエリアコーデネー
ター 水野 功氏より、「ロータリー平和センターの
取り組み」について報告があり、８番目のセンター
設置が決まったこととカウンセラーに対して地区か
らの支援要請がありました。

第2地域ロータリーカード地域コーディネーター 
関 博子氏より、「ロータリーカードの現状報告」
で、カード使用額の0.3％が大金になること、地区
にカードコーディネーターを置くよう要請がありま
した。

午後からは、「大口寄付・恒久基金推進」、「PHS
入会を推進しよう」、「ポリオ根絶に向けてと世界ポ
リオデー報告」。

地区活動報告会では、D2750より「ウクライナ 
災害救援基金 プロジェクト」、D2660より「パキス
タンにおけるポリオの現状とポリオハイリスク地域
における浄水プロジェクト」など。

パネルディスカッション「ロータリー財団のクラ
ブへの認知度向上」が、D2550・D2580・D2610・
D2710の各DRFCによりなされ、各地区のHPに財団
の情報が少ないこと、My ROTARYへの登録の推進
が前提であることが強調されました。

2022-23 年度ガバナーノミニー
早　川　敬　介

（郡山北ＲＣ）

ガバナーエレクト研修セミナー（GETS＃２）参加報告　11月20日

2022年11月20日（日）に第２回ガバナーエレク
ト研修セミナー（GETS#２）が、神戸ポートピアホ
テルにて開催され、参加しましたのでご報告しま
す。本セミナーは例年通り、第51回ロータリー研
究会（11月21日、22日、神戸ポートピアホテル）
の付随プログラムとして開催されたものです。第１
回GETS#1は2022年９月５日（月）、６日（火）に
グランドプリンスホテル新高輪（東京）にて３年ぶ
りの直接会合で開催され、今回の第２回も直接会合
でガバナーエレクト32名およびパートナー24名が
参加し開催されました。

今回のセミナーは2023年１月８日（日）から12
日（木）に、米国フロリダ州オーランドにて開催予
定の国際協議会への準備のためのもので、全体会合
のあとガバナーエレクトは研修セッション１コース
のみ、パートナーは全体で国際協議会への対応のた
めのパートナーセッションを受講し、17:00に無事
閉講となりました。写真は研修セッションの風景

（上）と、佐藤RI理事（前方右）、辰野直前RI
理事（前方左）と撮ったものです。

今回のセミナーは、各ガバナーエレクトが既
に自クラブ内での体制作り、当該年度地区組織
の検討、ガバナー補佐候補者研修など、様々な
実作業が走り出している段階での研修というこ
とで、それなりに各自の覚悟が出来上がった落
ち着いた雰囲気の中で進みました。現在の進捗
状況などの再確認を行い、来年１月のオーラン
ドにての再開を約してセミナー終了となりまし
た。

2022-23 年度ガバナーエレクト
右　近　八　郎

（福島ＲＣ）
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ガバナーノミニー研修セミナー参加報告（GNTS）　11月20日

20日9:00～12:00パートナーと共に全体会。一番
前の真ん中の席が用意され、菅原裕典GETS研修
チームリーダーの司会でスタート。佐藤芳郎RI理事
（2022-24年）より「国際ロータリーの現況」報告
がありました。

ロータリーの日々革新Evolutionary alwaysの背景
にはITの革新的進歩があること、しかしface to face
の情報交換も必要。Grow Rotary「ロータリーを育
てよう」には、先進国での会員減少・後進国での会
員増加を課題として取組んでいかなければならない
こと、DEI導入やパイロット地区での会員増加策な
ど話されました。また、DGはRIの一員であること
を強調されました。

三木明TRF管理委員会委員より「ロータリー財団
の現況」で、ワクチン由来の発症例がアメリカ・イ
ギリスであったこと、ウクライナへの支援1,300万
ドル（日本から334万ドル）があったこと、年次基

金「０クラブ」が３クラブ合ったことが報告されま
した。

四宮孝郎GNTS研修チームリーダーより「GNTS開
催趣旨説明」があり、DG就任までの道のりの中に
My ROTARYのe-learning 91コースの活用が呼びか
けられました。

水野功2021年研修チームリーダーの基調講演、
Enjoy Rotaryに時代により「楽しみ方の変化」があ
ること、会員増強の必要性は平均年齢の若返り、
Pastは終わりでなくスタートだ！ロータリーロゴを
正しく使っているもののみ(写真の背景にも注意)を
発表するようになどの話がありました。

13:00～14:00分科会はGNとパートナーは別室
で、山崎淳一2020年研修チームリーダーを第一地
域のファシリテーターに「リーダーとなるための準
備」、14:05～15:05は菅原裕典GETS研修チームリー
ダーを第一地域のファシリテーターに「地区を理解
する」で、意見交換をしました。

15:20～17:00全体会では、米山記念奨学会 理事
長・RIJYEM理事長・ロータリーの友 委員長・ロー
タリー文庫 委員長・平和センターエリアコーデ
ネーター・E/MGA・EPNCより各種報告が。

18:00～20:50「第51回ロータリー研究会RI会長・
TRF管理委員長ご夫妻歓迎晩餐会」が行われまし
た。

2022-23 年度ガバナーノミニー
早　川　敬　介

（郡山北ＲＣ）

第２回ガバナー会議参加報告　11月20日

さる 11 月 20 日に神戸ポートピアホテルにて第
２回ガバナー会議が開催されました。
　冒頭佐藤芳郎 RI 理事よりご挨拶があり、ポリオ
デーの参加御礼ならびに日本経済新聞社全面広告へ
の協力御礼に続き、RI 理事会報告がありました。
ゾーンの組織構造の見直しについては、具体的に話
し合いが進んでいないようですが、規定審議会で決
定されたゾーン８（オーストラリア）と RIBI がパ
イロット地区となり試験的な試みがなされていま
す。ゾーン８は SRF（ロータリーの未来形成）に近
い組織体系を模索しているようですが、ゾーン内で
の合意には至っていないようです。SRF 委員会はな
くなったわけですが、RI の組織改革は今後も進め
られることを考えると、今後日本としての考えをま

とめて提案していっていただきたいとのお話があり
ました。

その後報告事項として 2021-22 年度ガバナー会
決算報告、ロータリー平和センター・ホストエリア
連絡協議会とロータリー文庫の決算報告がありまし
た。さらに現在ロータリー関連事務所が入居する「黒
龍芝公園ビル」の賃貸スペースの見直しについて経
過報告がなされました。

引き続き協議事項として、第１回ガバナー会議
において継続審議となった「未来委員会」の設置に
ついて、「現ガバナー会」を RI の規定する「多地区
合同組織」とすることについて協議し、ガバナー会
の８条委員会の中に、ロータリーの将来を考えるワ
ーキンググループを設置、また多地区合同組織につ
いても、ワーキンググループの中で今後検討をする
ことを満場一致で可決されました。またガバナー会
運営協力金の増額が提案されましたが否決されまし
た。その後グループに分かれ「ロータリーの成長の
ために」をテーマとするディスカッションを行い閉
会となりました。非常に議論白熱し、充実したガバ
ナー会でした。

2022-23年度ガバナー
佐　藤　正　道

（喜多方ＲＣ）
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第 51回ロータリー研究会参加報告　11月21・22日

　11 月 21 日、22 日（関連行事は 19 日、20 日）、
佐藤芳郎 RI 理事（岡山南 RC）の招集で、神戸
ポートピアホテルを会場に第 51 回ロータリー
研究会が開催されました。私も次期地区研修リ
ーダーという立場で参加いたしました。
　第１セッション「いまこそポリオ根絶」、第
２セッション「ローターアクトの新たなるステ
ージをひらく」、第３セッション「未来へ架け
る橋（ロータリー平和センター）」では、RI の
各コーディネーターが監修されて、各地区より
ファシリテーター、パネリストが登壇して様々
な情報交換が行われました。
　また、その他に講演、ブレイクアウト・セッ
ション、オープンフォーラム等が行われ、例年
の研究会プログラムより多くの RI・地区の役
員や学友の登壇があり、それぞれがしっかりと
役割を果たしておられた印象を受けました。

プログラムの中から２つを紹介いたします。
　一つは、ポリオ根絶に関する講演の中で
「1955 年東京　ポリオ罹患　母の手記から」
と題した第 2770 地区 2019-20 年度ガバナー
小林操氏（越谷北）のスピーチです。1948 年
生まれの同氏は小学校１年の時、常用していた
井戸水から小児麻痺に罹患。当時何の病気かわ
からず苦しんだ母が後日振り返って書いた手記
を基に小児麻痺感染者、家族の苦しさを語られ
ました。そして、予防できる病気となった今、
私たちは世界からポリオを根絶し、苦しむ人を
無くす活動に力を合わせて取り組むべきであ
る、と心から訴えられました。私は、同期のガ
バナーとして同氏と親しい中ではありますが、
あらためて感銘を受けたスピーチでした。
　もう一つは、４つのテーマに分かれたブレイ
クアウト・セッションの中で「貧困と教育機会
～ロータリーの果たす役割～」です。ロータリ
ー平和センター・ホストエリアコーディネータ
ーの水野功氏（東京飛日野）が監修に当たられ、
ICU ロータリー平和センター長の国際基督教大
学新垣修教授がファシリテーターとなり進行さ
れました。1996 年にラジェンドラ・サブ―R
財団管理委員長（当時）が 1947 年に没したポ
ール・ハリスの没後 50 周年を記念する平和プ

ログラムとして進められた「ロータリー平和セ
ンター」ですが、ホストは、関東エリアのクラ
ブが担っているため当地区では馴染みがありま
せん。これまでの卒業生が 1,500 人以上とな
り 115 か国以上で平和構築と開発の分野で大
変重要な役割を果たしております。ウクライナ
戦争で多くの避難民が生まれていますが、現在、
難民は 3,250 万人、国内避難民は 5,320 万人
そして何らかの理由で移動を強いられた人は
１億人を超えます。難民で初等教育を受けられ
る子は 68％（世界では 89％）、中等教育を受
けられる子は 37％（世界では 66％）、高等教
育を受けられる若者は６％（世界では 40％）
の現状から難民が教育を受けられる機会をつく
り、貧困から脱出させる必要性が語られました。
一例として、６～ 20 歳までスーダンで難民で
あった 17 期生（現在 21 期生）のセメネルソ
ン　ロモレス氏が現在フィンランドで活動され
ていることが紹介されましたが、私たちもロー
タリー平和センターをもっと身近な活動として
関心を持っていくことが大切だと感じたセッシ
ョンでした。

パストガバナー
　芳　賀　　裕

（福島中央ＲＣ）
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石川ロータリークラブ ポリオ活動報告　11月23日

石川町に冬の訪れを告げる八槻市（４年ぶ
り）開催にあたり、初めてクラブでポリオ募金
活動を実施しました。当日は心温まる浄財
65,070円が集まりました。当日はポリオに関
する資料も用意して、ポリオの現状（ポリオ常
在国あと２ヶ国パキスタン・アフガニスタン）
について啓蒙活動もしました。

令夫人方のお手伝いを得て行ったけんちんう
どんの益金31,818円を例会で寄付され、合計
96,888円（234人分）をロータリー財団へ送
金しました。

石川ロータリークラブ
クラブ会報・広報委員長

白　岩　祐　樹

福島民報	 	 2022・11・25 掲載福島民報	 	 2022・11・25 掲載
町民ニュース	 2022・11・23 掲載（上）12・3掲載（下）町民ニュース	 2022・11・23 掲載（上）12・3掲載（下）

2023-24年度派遣 第１回青少年交換派遣学生オリエンテーション開催報告　11月23日

　去る 11 月 23 日（水）本年度第１回目のオリエ
ンテーションを郡山の地区事務所にて開催いたしま
した。佐藤正道ガバナー、右近八郎ガバナーエレク
ト、大木青少年奉仕委員長の出席をいただきました。
又、佐藤日出夫地区幹事には、早朝よりお手伝いを
いただきました。この場をお借りして感謝申し上げ
ます。
　ガバナーより挨拶をいただき励ましの言葉と、派
遣学生候補生としての心構えなどを説いていただき
ました。
　このオリエンテーションは交換事業をするために
非常に重要なもので、これがなければ、交換事業を
開始することができません。
　今年度は、５名の派遣学生の候補生がおり、会津

分区３名、県北第二分区１名、県南分区１名が参加
いたしました。オリエンテーション内容は次の通り
です。１. ロータリーについての説明、２. ロータリ
ー青少年交換プログラムとは、についての説明、
３. 2023-24 年度青少年交換プログラム実施につい
ての説明を一通り済ませ、実務の研修に入りました。
４. YESS 登録についての説明、登録の仕方等、実際
にパソコンを使用して行いました。なぜ登録をする
かと申しますと、YESS は RIJYEM（一般社団法人　
国際ロータリー日本青少年交換他地区合同機構）が
運営しているサイトで、交換学生達（INBOUND、
OUTBOUND の学生）の安全、安心を守りあらゆる
危機を回避するための重要なサイトであるからで
す。次に５.Application form の作成についての研修
です。作成方法、作成の留意事項、添付書類の依頼

（学校、医師、歯科医師）についての説明をいたし
ました。学生一人一人がこのフォームを完成させた
時点で派遣国相手地区探しになりますが、私達青少
年交換委員会一同は、派遣を実現させるよう粛々と
準備を進めてまいりますので、今後とも会員の皆様
のご理解とご協力を宜しくお願い申し上げます。

青少年交換委員会
委員長　原　田　康　博

（いわき平東ＲＣ）
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県中分区 青少年奉仕会議開催報告　11月27日

令和４年 11 月 27 日（日）県中分区主催青
少年奉仕会議を田村市常葉町の文化の舘ときわ
を会場に、県中分区の各６クラブ会員と常葉中
学校生徒合わせて 60 名が参加して開催しまし
た。

講師として令和４年７月に田村市の副市長に
就任された小野淳一様をお招きし「ワクワクが
とまらない　自然とチャレンジがいきるまち」
と題して講演を頂きました。
「視野を広げよう」「イベントは広報が大事」

「地域貢献」などについて講演され、自分の常
識が他人の常識とは限らない事や移住者との交
流、語学留学の支援策、SNS の有効活用とター
ゲットの明確化、観光地の現状と課題、儲かる
ところには人が集まる事、子育て支援作やデマ
ンドタクシーによる全ての世代にやさしいまち
づくりや、持続可能な地域づくりの事例などを
取り上げて「市には良いものがたくさんあるの
に、何もしないでは何も起こらない。共に知恵
を出し合い行動を起こそう」と話されました。

参加した中学生からは、「自分の見識を広め
られ、田村市のことにたくさん興味を持つきっ
かけになった。田村市の発展に少しでも貢献し
て行きたい」「SNS を活用した取り組みに興味
を持った。SNS を利用した情報発信について考
えて行きたい」「会場で質問できた事が自信に
なった」「市の手厚い子育て支援策が心に残っ
た」「ロータリークラブの皆さんが社会をより
良くして行こうと熱い思いを持って活動してい
る事を知った」「ロータリークラブの皆さんの
様なボランティア活動に積極的に参加し、より
良い住み良い町にして行きたいと思った」など
の感想が寄せられました。

常葉ロータリークラブ
会長　土　屋　省　一
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戦略計画委員会開催報告　11月29日

11月29日全委員が参加しZOOMにて開催し
ました。

佐藤正道ガバナーの挨拶の後、今回実施しま
した地区内会員、クラブ会長へのアンケートの
纏めについて話し合いました。

アンケートの回答から、データ集計、グラフ
化、記述式回答の纏めが完了した旨報告しまし
た。

それらのデータを基に12月中に委員会全員
で傾向と分析について検討し、来年早々にクラ
ブ及び会員へ報告できるよう進めることで一致
しました。

また、アンケートの回答内容に、個人、クラ
ブ名等が特定できる内容については、意味が変
わらない範囲で編集することとしました。

このアンケート調査による地区内の実情を把
握し地区の戦略計画を立案することで意見が一
致しました。

尚、クラブ別に分けた会員のアンケートデー
タは、関係クラブへ後日送付する事にしました
ので、クラブで活用してください。

戦略計画委員会
委員長　平　井　義　郎

（福島中央ＲＣ）

地区・クラブ規定委員会セミナー開催報告　11月27日

RI組織規程とロータリークラブの
	 定款・細則について

11月27日（日）に福島県男女共生センター（二
本松市）において地区・クラブ規定委員会セミナー
が開催されました。各分区のガバナー補佐、各クラ
ブも会長・幹事・研修リーダーなど多くのロータリ
アンにご参加いただきました。

セミナーの前半では、まず芳賀委員長が国際ロー
タリーの組織規程（国際ロータリー定款、国際ロー
タリー細則、標準ロータリークラブ定款および推奨
ロータリークラブ細則）と地区運営規定についての
解説を行いました。次に、私からは各クラブが採択
しているクラブ定款・細則と標準ロータリークラブ
定款と推奨ロータクラブ細則との関係について説明
をさせていただきました。その後、各分区のガバナ
ー補佐がDLとなってクラブ定款と細則、地区運営
規定についての自由討論が行われました。最後に各
分区の代表者がその結果を発表して全日程を終了し
ました。国際ロータリーの組織規程やクラブ定款・
細則に関するセミナー開催は初めてでしたが、参加
者からはとても有意義であった、ぜひ毎年開催して
ほしいという声が多く聞かれました。

私たちロータリアンは地区およびクラブの方針に

基づいてさまざまな活動を行っています。ロータリ
ークラブの活動は自由で主体的なものですが、国際
ロータリーが定める組織規程を遵守する義務があり
ます。国際ロータリーには3年毎に開催される規定
審議会という組織があります。組織規程の改訂はこ
の審議会によって行われます。さて、2021-22年度
の規定審議会において採択（改訂）された規定につ
いては、2022年７月１日より適用されています。
すなわち、世界中のすべてのロータリークラブは、
2022-23年度内に改訂された国際ロータリー定款と
細則を遵守するとともに、標準ロータリークラブ定
款と同じものを各クラブの定款として採用しなけれ
ばなりません。また、クラブ細則についても、新し
い定款に違反していないかどうか、義務条項は記載
されているか、現在のクラブ実情に合致しているか
などについて見直したうえで、各クラブの伝統や実
情を反映したものに改訂する必要があります。クラ
ブ定款と細則の改訂は例会において行わなければな
りません。組織規程をはじめロータリーに関する様
々な規定はMy Rotaryのホームページから閲覧でき
ますし、必要な個所はダウンロードして印刷するこ
ともできます。2022年版手続要覧はすでにMy Rot
aryのホームページにアップされていますので是非
ご覧ください。

各クラブの会員各位におかれましては、ロータリ
アンとして遵守すべき国際ロータリーの規定につい
てご理解をいただくとともに、各クラブの定款・細
則については３年毎に見直す必要があるということ
をご承知いただきますようお願い申し上げ、セミナ
ーの報告と致します。

地区・クラブ規定委員会
副委員長　重　富　秀　一

（浪江ＲＣ）
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ロータリー財団補助金管理セミナー開催報告　12月3日

　12 月 3 日ユラックス熱海において、次年度
に向けた「補助金管理セミナー」が開催されま
した。本セミナーは、地区財団委員会の担当で
はありますが、ガバナーが必ず主催しなければ
ならない研修会に位置付けられています。
　ガバナーによる開会点鍾に引き続き 2021-
22 年度ロータリー財団寄付認証バナーと感謝
状の贈呈（代表者）から始まりました。財団活
動にご理解・ご協力を戴きました多くの皆様に
心より感謝を申し上げます。
　ガバナー・地区研修リーダー・財団委員会担
当相談役よりご挨拶を戴いた後、財団委員会に
所属する大委員長ならび小委員長から次年度補
助金申請に向けた基本的事項・変更点などを中
心に説明をいたしました。ご存じのことではあ
りましょうが、クラブは本セミナーを受講し、
MOU（覚書）を地区に提出することで次年度
補助金申請のための要件を満たすことができま
す。
　補助金委員長／太田丈人（いわき小名浜 RC）
より「地区補助金申請と報告について」説明を
いたしました。委員長には大変判りやすい PPT
を作って戴きました。申請と報告の基本的事項、
押さえて戴きたいポイントが網羅されておりま
すので、是非ご活用下さい。地区から TRF（ロ
ータリー財団）への申請・報告は一括となりま
す。クラブからのガバナー事務所宛の提出書類
等の期日厳守を改めてお願いいたします。
　財団資金管理委員長／鈴木清友（いわき平中
央 RC）からは「財団申請書式」、資金推進・ポ
リオ委員長／高萩勝利（いわき勿来 RC）は担
当委員会よりのお願い事項を説明いたしまし
た。本年度の地区活動としてポリオ募金・学園
祭ジャック等に力を入れておりますが、これら
活動で集まった浄財はクラブの PolioPlus 基金
とは別建てとなります。各クラブにおいては、
引き続き PolioPlus「ゼロ」解消にご協力をお

願いいたします。また、2022-23 年度より「地
区補助金受取人情報書式」（HO-100）の提出
締切を変更しています。新年度早々の提出とな
りますが、会長エレクト等に申し送りをして戴
きますようお願いいたします。
　最後に、小職から「地区補助金・グローバル
補助金について」と題し、説明を行いました。
志賀年度の DDF（地区活動資金）決算概要・
佐藤年度の地区補助金プロジェクト申請状況を
踏まえ、右近年度の各クラブ地区補助金申請可
能額・留意事項・スケジュール等について触れ
ています。なお、次年度は各クラブの「３年前
年次寄付額」多寡に応じてクラブ負担割合を可
変します。各クラブの計画に従い年次寄付を推
進して戴きますようお願いいたします。また、
次年度より地区財団委員会内にグローバル補助
金委員会を設けます。グローバル補助金申請を
予定されているクラブには、地区からの資金調
達（DDF 拠出）に係わらず、予め担当委員会
にお知らせ下さい。

ロータリー財団委員会
委員長　田久　昌次郎

（いわき平中央ＲＣ）
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右近八郎ガバナーエレクト国際協議会壮行会開催報告　12月4日

12月４日（土）福島市 “ウェディングエルティ”
に於いて「右近八郎ガバナーエレクト国際協議会壮
行会」が開催されました。

当日は、130名を超えるロータリアンが集い、１
月８日～12日米国フロリダ州オーランドで開催さ
れる国際協議会に出席するガバナーエレクトご夫妻
を激励しました。

壮行会においては、佐藤正道ガバナーよりご挨拶
の後、ご夫妻にRI2530地区のメンバーからの心の
こもった餞別と花束が手渡されました。また、当日
ご出席いただいたパストガバナーの皆様お一人お一
人から、熱いエールが贈られました。平井パストガ
バナーからは、ご自身が出席された国際協議会の内
容・模様をまとめたDVDのプレゼントもありまし
た。

右近ガバナーエレクトも感激の面持ちで国際協議
会に向けての意気込みと次年度にかける思いを謝辞

として述べられ、その挨拶を拝聴しながら、送り出
す福島ロータリークラブとしても地区事業行事に積
極的に参加協力していく強い気持ちを持ったところ
です。

祝宴もウィズコロナのルールを守りながら、短い
時間ではありましたが、出席者同士親交を深めるこ
とができました。

また、壮行会運営全般にわたり、何かと不手際、
失礼がありましたこと紙面をお借りしお詫び申し上
げます。

実行委員長
後　藤　忠　久

（福島ＲＣ）

郡山西 RACガバナー公式訪問報告　12月 8日

活動方針
①地区内のロータリークラブ、ローターアクト
　クラブへの情報発信
　＝＞地区内セミナー及び例会に参加し、郡山
　　　西 RAC の活動を発信
②通常例会、移動例会の質の向上
　＝＞一般の方々でも気軽に参加できるように
　　　企画、運営を実施
　　　例）茶事例会（郡山西 RAC 月 1 回実施：
　　　　　移動例会）
③例会行事に自主的に参加し、運営・企画を行う
　＝＞②を行い、興味関心を深める
　　　例）ともだち 100 人プロジェクト
④中長期計画の作成、実施

　＝＞②、③の実施を前提に会員の増強、会員
　　　数の維持を図る
　2022 年 12 月現在会員 7 名
　2023 年 1 月に 2 名入会予定。男性 1 名、女
　性 1 名
郡山西ローターアクトクラブとして①～④の方
針を掲げ、活動して参ります。
皆様ご協力の程、宜しくお願いいたします。
　また、12 月 8 日開催ガバナー公式訪問にお
いては、お忙しい中、佐藤正道ガバナーにご訪
問いただきましたこと、御礼申しあげます。

郡山西ローターアクトクラブ
会長　堀　下　慎　哉

12月8日　ガバナー公式訪問
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米山記念奨学生選考試験開催報告　12月11日

2023学年度、米山記念奨学生選考試験が12
月11日（日）郡山駅前ビッグアイ7F会場にお
いて実施されました。

新型コロナウイルス感染が高止まりの中では
ありましたが対策等をして対面にて開催するこ
とが出来ました。11月６日（日）に地区事務
所にて面接を担当する佐藤正道ガバナー始め地
区各クラブの米山記念奨学会委員会の方々には
面接官オリエンテーションを受講していただき
当日に備えました。

2023学年度の各校よりの応募が32名あり当
地区割当数は21名で、21名中2022学年度より
の継続の奨学生が7.5名（12カ月支給７名６カ
月支給１名）いますので選考を出来るのは
13.5名（地区指定校11名、地区奨励校は採用
枠１人につき２人採用可のため５名）の狭き門
でした。受験生の緊張感がひしひしと伝わり、
自分が学生時代受験した時を思い出しました。

面接官並びに地区米山記念奨学会委員会の皆

様のご協力の末に16名の素晴らしい奨学生を
選ぶ事が出来ました事感謝申し上げます。

奨学生の方々には奨学金を大いに活用して勉
学に研鑽していただき世話クラブの例会には月
１回以上出席し、ロータリーの各種行事、活動
にも率先して参加し、米山梅吉記念館へも足を
運んでいただき将来は日本と世界とを結ぶ「懸
け橋」となって国際社会で活躍し、ロータリー
運動の良き理解者となる事を心より願っており
ます。

今回の選考に携わり、ご足労賜りました、
2530地区会員の方々に衷心より感謝申し上
げ、地区内クラブの皆様には今後とも米山記念
奨学会委員会に対しご理解ご支援していただき
ますよう宜しくお願い申し上げます。ありがと
うございました。

米山記念奨学会選考委員会
委員長　中　原　喜　範

（郡山ＲＣ）

郡山南ロータリークラブ例会場変更のご案内
郡山南ロータリークラブの例会場が
ホテルハマツから、KIOKUNOMORI（記憶の森）
に変更になりましたので、お知らせいたします。

先般配付致しました「ガバナー月信 12 月号」の記載内容に誤りがございました。
つきましては、下記の通り訂正させていただきます。ご迷惑をおかけしましたことを、深くお詫び申し上げます。

訂正箇所
P17	 須賀川ロータリークラブ	60 周年記念式典	　　（誤）5月 14 日（日）　→　（正）５月 28 日（日）

文書訂正のお知らせとお詫び
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マスコミトップインタビュー

2021-22年度 公共イメージ・IT委員会では、
我が地区のロータリアンでもあるマスコミ７社
のトップリーダーへのインタビュー記事を載せ
た冊子を作成し、各クラブにお配りしました。

この度、その記事をあらためてガバナー月信
に掲載させていただくことになりました。

皆様のクラブの公共イメージ向上、広報活動
の気づきになることを願っています。

今月号より順次掲載してまいりますが、皆様
のご役職は当時のものであり、現在は変わられ
ている方もいらっしゃることをご了解くださ
い。
株式会社福島民報社
代表取締役社長・編集主幹　 　芳見　弘一氏　 
 （福島ロータリークラブ）
福島民友新聞株式会社
代表取締役社長　  　中川　俊哉氏　 
 （福島ロータリークラブ）
NHK福島放送局
前局長    　半沢　治久氏　 
 （福島ロータリークラブ）
福島テレビ株式会社
代表取締役社長  　横山　　淳氏
 （福島ロータリークラブ）
株式会社福島中央テレビ
代表取締役社長  　五阿弥宏安氏
 （福島ロータリークラブ）
株式会社福島放送
顧問（前代表取締役社長） 　横山　　宏氏
 （郡山東ロータリークラブ）
株式会社テレビユー福島
特別顧問（前代表取締役社長）新田　良一氏
 　（福島ロータリークラブ）

インタビュー記事の掲載に先立ち、2021-22
年度地区公共イメージ・IT委員会　相良元章委
員長　（2022-23年度福島ロータリークラブ会
長）のごあいさつ文（まえがき）を載せさせて
いただきます。相良元章氏は、2019-20年度か
ら３年間地区公共イメージ・IT委員会委員長と
して、公共イメージ向上と広報活動に多大なる
ご貢献を果たされました。

まえがき
私たちロータリーが「公共イメージの向上」

を考えるうえで決して切り離すことができない

のが、地元マスコミ・報道機関との関係です。
そうした繋がりを強化し、ロータリーの新鮮

な情報を伝え、さらにマスコミ各社から忌憚の
ない意見を頂戴することを目的として、2018-
19年度から2020-21年度までの３年間、毎年
「マスコミ懇談会」を開催してまいりました。

これまで開催した懇談会では、各社の報道責
任者からの視点や現場からの率直な意見を得る
ことで、多くの有効な気づきを得ることができ
ました。

今年度も2021年10月に予定していたのです
が、新型コロナの感染防止の観点から懇談会の
開催を見送らざるを得なかったことは非常に残
念でありました。

そこで今年度は、県内マスコミ７社のトップ
リーダーに直接インタビューをさせていただ
き、各社の報道責任者とはまた違う視点でロー
タリー活動に対する意見を頂戴することにいた
しました。

準備の段階で気づいたのは、マスコミ７社の
トップリーダーが全てロータリアンであるとい
うことです。これはもしかすると格別なことで
はないか、数多団体があるなかでなぜロータリ
ーなのかという個人的な興味を抱きながらこの
インタビューを進めました。

結果私なりの答えはありますが、それはここ
では伏せてくことにいたします。

ぜひ最後まで読み進めていただき、皆様なり
の答えを導きだしていただければと存じます。

結びに、お忙しいなかインタビューに対応い
ただいた各社の社長・局長様方とスタッフの皆
様、文章にまとめていただいたライターの和田
学様、福島ロータリークラブの渡辺康子様、１
年間共に活動してくれた公共イメージ・IT委員
会の皆様、いつも暖かく導いてくれた志賀ガバ
ナー、佐久間英一パストガバナー、平井義郎パ
ストガバナーに心よりの感謝を申し上げ、まえ
がきとさせていただきます。

ありがとうございました。

公共イメージ・IT 委員会
委員長 町　田　　　晃

（郡山南ＲＣ）

国際ロータリー第2530地区
2021-22年度　公共イメージ・IT委員会
委員長　相良　元章

（福島ロータリークラブ 2022-23年度 会長）
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株式会社福島民報社
代表取締役社長
編集主幹 芳見　弘一 氏

プロフィール
1957年生まれ。学習院大学法学部卒業後、81年福島民
報社入社。編集局勤務。会津坂下支局長、南相馬支社長、
広告局次長兼営業部長、東京支社長、編集局長などを歴
任し、2015年取締役編集局長、16年常務取締役、18年
専務取締役を経て、20年に代表取締役社長に就任。

「
陰
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の
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」。

活
字
が
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え
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仕
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県
内
60
を
超
え
る
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
以
下
：
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Ｃ
）
が
あ
り
ま
す
が
、
私

が
は
じ
め
て
所
属
し
た
の
が
会
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下
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Ｃ
で
し
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。
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と
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。
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Ｃ
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。
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い
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い
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な
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会
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身
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ま
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仕

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
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と
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っ

て
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思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
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い
う
意
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に
あ
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情
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ま
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え
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で
き
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っ
て
つ
け
の
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で

す
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紙
面
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る
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で
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よ

り
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域
の
活
動
を
周
知
す
る
こ
と
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能
で
す
。

　
し
か
し
闇
雲
に
活
動
を
紹
介
し
て
も

読
者
の
心
に
は
響
き
ま
せ
ん
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陰
徳

の
美
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

裏
方
と
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
伝

え
る
こ
と
も
周
知
の
方
法
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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く
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あ
る
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掲
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情
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。
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く
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表
彰
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産
業
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」
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創

設
は
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企
業
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つ
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目
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し
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ま
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れ
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っ
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す
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そ
し
て
「
健
康
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く
り
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こ
れ
は

復
興
・
再
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に
最
も
重
要
な
こ
と
で
、

福
島
で
暮
ら
す
誰
も
が
幸
せ
で
元
気
で

長
生
き
で
き
る
よ
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に
な
れ
ば
、
真
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復
興
・
再
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を
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と
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で
き
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と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
福
島
の
活
性
化
の
た
め
に
、
私
た
ち

は
「
地
域
づ
く
り
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
」
と

し
て
全
力
で
汗
を
か
こ
う
と
、
全
社
を

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
は
じ
ま
り
の
地
」
か
ら
発
信
す
る

挑
戦
の
姿

　
震
災
、
原
発
事
故
か
ら
11
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
県
内
で
は
復
興
道
路
や
防
波

堤
、
鉄
道
な
ど
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、

除
染
も
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

多
く
の
方
が
故
郷
に
戻
れ
ず
風
評
被
害

に
も
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
福
島
は
多
く
の
困
難
に
直
面
す
る
課

題
先
進
県
、い
わ
ば
「
は
じ
ま
り
の
地
」

で
す
。
こ
れ
か
ら
30
年
、
40
年
と
か
か

る
廃
炉
作
業
、
日
本
全
体
の
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
少
子
高
齢
化
に
伴
う
福
祉

の
問
題
な
ど
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
困
難
に
立
ち
向
か
い
乗
り

越
え
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
福
島

を
支
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の

恩
返
し
に
な
る
と
信
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る

挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

地域づくりのプレーヤーとして
福島の活性化に汗をかく

所属：福島ロータリークラブ

インタビュアー ● 相良  元章　国際ロータリー第2530地区
2021-22年度公共イメージ・IT委員会委員長・2022-23年度福島ロータリークラブ会長

本記事は、福島県内のロータリークラブとマスコミ各社の関係をより深め、地域活動への理解を深めることを
目的として発行された2021-22年度「トップリーダーインタビュー」冊子からの抜粋です。
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新会員紹介

●会津分区　喜多方 RC

山中　宏行 やまなか　ひろゆき

●入 会 日 2022 年 11 月 15 日
●職業分類 ビジネスホテル
●勤 務 先 株式会社プロジェクト会津

●会津分区　喜多方 RC

川見　　晃 かわみ　あきら

●入 会 日 2022 年 11 月 15 日
●職業分類 料理店主（中華）
●勤 務 先 丸見食堂

●会津分区　田島 RC

大竹　博史 おおたけ　ひろし

●入 会 日 2022 年 11 月 1日
●職業分類 運送業
●勤 務 先 株式会社ユミタ運輸

●相双分区　浪江 RC

田南　達也 たみなみ　たつや

●入 会 日 2022 年 11 月 10 日
●職業分類 発電事業
●勤 務 先 東京電力ホールディングス（株）

●相双分区　富岡 RC

三瓶陽一郎 さんぺい よういちろう

●入 会 日 2022 年 11 月 2日
●職業分類 管工業
●勤 務 先 双葉管工株式会社

●相双分区　富岡 RC

千田　英昭 ちだ　ひであき

●入 会 日 2022 年 11 月 2日
●職業分類 原子力発電送電設備業
●勤 務 先 東京電力パワーグリッド株式会社

●県中分区　滝根 RC

山下　尊宣 やました　たかのり

●入 会 日 2022 年 11 月 1日
●職業分類 うなぎ養殖業
●勤 務 先 ニューフロンティア（株）

　④ロータタリーの奉仕理念と実践を一般の人に　
　　受け入れてもらうこと。

が述べられています。
第三条ではRI の役割について述べられています。
第四条ではロータリー運動は単なる理念の提唱

ではなく、実践哲学であり、奉仕するものは行動し
なければならないと述べられています。

第五条にはクラブ自治権について定められてい
ます。

第六条ではクラブが実施する社会奉仕実践の指
針が述べられています。

なぜ決議	23-34は重要なのか？
第一条では、二つの奉仕理念を述べています。

一つは他人のことを思い遣り、他人のためにつくそ
うという国際社会を含んだ対社会的奉仕活動に関す
る理念であり、私たちはこれを「超我の奉仕」とい
うモットーで現しています。もう一つは科学的かつ
道徳的な経営方針によって、自分の事業や同業者の
事業の発展を図ると共に、業界全体のモラルを高め
ていこうという職業奉仕の理念であり、私たちはこ
れを「最もよく奉仕するもの、最も多く報いられ
る」というモットーで現しています。ロータリーに
とってもっとも大切なこの二つの奉仕理念を定義し
ている唯一のもので、この決議23-34は理念を述べ
ていることが重要なのです。

「参考文献」　 
　職業奉仕　その原理と実践　田中　　毅

決議23-34とは、1923年にセントルイスで開催
された大会で、34号議案として提案された決議で
す、手続き要覧に「社会奉仕に関する1923年の声
明」として掲載されています。

決議23-34の原文には「綱領に基づく諸活動に関
するロータリーの方針」

というサブタイトルがつけられ、ロータリー活
動全般にわたって、RIとクラブとロータリアンの機
能を明確化し、ロータリアンとクラブが行うロータ
リーの諸活動に関する指針となるものです、ロータ
リーの綱領がロータリアン自身に対する目標設定
で、この決議は主にロータリークラブを対象として
います。
決議23-34
第一条ではロータリーの奉仕理念が述べられて

います。
　第二条ではロータリークラブの役割について、
　①奉仕の理論を団体で学ぶこと。 
　②奉仕の実践例 を団体で示すこと。
　③奉仕活動の実践を個人で行うこと。

内藤哲太郎委員
（二本松ＲＣ）

決議 23-34

職業奉仕委員会

●会津分区　会津若松 RC

武藤　公一 むとう　こういち

●入 会 日 2022 年 11 月 2日
●職業分類 紙販売
●勤 務 先 丸善商事株式会社

●会津分区　喜多方 RC

堀　　恵子 ほり　けいこ

●入 会 日 2022 年 10 月 25 日
●職業分類 園芸家
●勤 務 先 株式会社河京

●会津分区　喜多方 RC

佐々木深雪 ささき　みゆき

●入 会 日 2022 年 10 月 25 日
●職業分類 児童施設
●勤 務 先 menkoi 株式会社

●中央分区　郡山 RC

伊藤　基文 いとう　もとふみ

●入 会 日 2022 年 11 月 17 日
●職業分類 生花販売
●勤 務 先 株式会社花ふじ

●中央分区　郡山西北 RC

高田　正志 たかだ　まさし

●入 会 日 2022 年 11 月 2日
●職業分類 電気通信機器販売
●勤 務 先 情報コネクト株式会社

●中央分区　郡山西北 RC

吉田　雅彦 よしだ　まさひこ

●入 会 日 2022 年 11 月 2日
●職業分類 保険代理業
●勤 務 先 株式会社保険ステーション
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11月会員数報告とMy ROTARY 登録率・生年月日登録率

例会

郡　山 ％ ％
郡山西 ％ ％
郡山東 ％ ％
郡山南 ％ ％
郡山北 ％ ％
郡山西北 ％ ％
郡山安積 ％ ％
郡山アーバン ％ ％
郡山コスモス ％ ％
福島グローバル ％ ％

中央分区小計 ％ ％
福　島 ％ ％
二本松 ％ ％
福島南 ％ ％
福島西 ％ ％
福島中央 ％ ％
二本松あだたら ％ ％
福島２１ ％ ％
県北第一分区小計 ％ ％

会津若松 ％ ％
喜多方 ％ ％
会津若松西 ％ ％
猪苗代 ％ ％
会津坂下 ％ ％
田　島 ％ ％
会津若松南 ％ ％
会津若松城南 ％ ％
喜多方中央 ％ ％
会津若松中央 ％ ％

会津分区小計 ％ ％
いわき平 ％ ％
いわき小名浜 ％ ％
いわき勿来 ％ ％
いわき内郷 ％ ％
いわき常磐 ％ ％
いわき平東 ％ ％
いわき四倉 ％ ％
いわき平中央 ％ ％
いわき桜 ％ ％

いわき分区小計 ％ ％
飯　坂 ％ ％
福島北 ％ ％
保　原 ％ ％
福島東 ％ ％
梁　川 ％ ％
川　俣 ％ ％
福島しんたつ ％ ％
県北第二分区小計 ％ ％

白　河 ％ ％
須賀川 ％ ％
東白川 ％ ％
石　川 ％ ％
矢　吹 ％ ％
白河西 ％ ％
須賀川ぼたん ％ ％
白河南 ％ ％
県南分区小計 ％ ％
原　町 ％ ％
相　馬 ％ ％
浪　江 ％ ％
富　岡 ％ ％
原町中央 ％ ％
南相馬 ％ ％
相双分区小計 ％ ％
本　宮 ％ ％
三　春 ％ ％
常　葉 ％ ％
滝　根 ％ ％
船　引 ％ ％
小　野 ％ ％
県中分区小計 ％ ％
2530地区合計 ％ ％

※7/1現在会員数には、7/1入会者7名を含んでいます。

登録率※
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※12月19日現在

クラブ
7/1現在会員数 前月末会員数 1日付け入会者数 2日～月末入会者数

(内女性)

当月退会者数 当月末会員数 生年月日

(内女性) (内女性)

11 月会員数報告とMy	ROTARY 登録率・生年月日登録率
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今月の表紙紹介

冬は多くのスキーヤーで賑
わう喜多方市三ノ倉高原から
のぞむ雄国山と磐梯山。

早朝には雲海が眼下に広が
り幻想的な景色が広がります。

写真提供：
（一社）喜多方観光物産協会

国際ロータリー第����地区　����-��年度

第��回RYLA研修会参加者募集

「生きる 未来への発信」
����年４月８日土９日日
母畑温泉　八幡屋

テ ー マ

開 催 日

開催場所

経済産業省資源エネルギー庁
　　廃炉汚染水処理水対策官

講　　師
木野　正登様

「アンガーマネージメント」ワークショップ

㈱岡田プランニング 代表取締役講　　師 岡田　友子さん

海外視察雑感 ～百聞は一見に如かず～
田代行孝税理士事務所 税理士講　　師 田代　行孝さん

�� 歳から �� 歳くらいまで ／ 学生、社会人、ロータリーファミリー
募集人数　�� 名（定員に達した時点で締め切りいたします。）
参加費　��,��� 円

RYLA研修会参加資格

コロナ禍で若者が夢を持ちにくい世の中になっています。RYLA 研修会に参加したことで希望ある未
来へのヒントをつかむことができることを願っています。来年度は全国大会が福島で開催されますの
で、各クラブから１名以上の RYLA 研修生のご参加をお願いいたします。当日は、ロータリアン２名
を含め経済産業省資源エネルギー庁の木野正登様をお迎えし講演会を開催いたします。さらに、９日
は福島県環境創造センター交流棟「コミュタン福島」への視察も予定しています。多くの皆さまのご
参加をお待ちしております。

～怒りの対処術～

ロータリー国際大会����
����年５月��日㈯～��日㈬
オーストラリア／メルボルン

����年��月��日まで ＄���
����年��月��日～����年�月��日まで ＄���
����年�月�日～����年�月��日まで ＄���

登録料


